
　本市の一般会計決算の歳入総額は853億9千万余
円となり、前年度に比べ0.8％の減少、歳出総額
823億4千万余円、前年度に比べ0.1％の減少となっ
た。平成30年度の実質収支は26億9千万余円とな
り、前年度比4億8千万余円の減であった。「地方
公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健
全化判断比率、及び資金不足比率に関わる審査意
見書」でも、本市の財政状況は健全な状態である
と述べられている。しかしながら、財政の弾力性
を示す経常収支比率は96.5％となり、前年度比2ポ
イント増加しており、財政の硬直化が引き続き懸
念されるところである。
　　　各財政指標から、本市の財政状況の特徴を
どのように評価しているのか伺う。
　　　　　公債費などの財政負担の割合である実質
公債費比率は、前年度から0.4ポイント減少の2.0
％、将来負担すべき負債の財政負担の割合である将
来負担比率も、前年度から4.2ポイント減少の23.2％
とそれぞれ改善した。これは、主に下水道事業会計
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発行人：佐藤たかこ
連絡先：平塚市西八幡
　　　　 　  1-10-5-202
Tel･Fax：0463-21-7600

2019年4月21日施行、市議会議員選挙において3回目の当選
をさせていただきました。
市民からのさまざまな相談が私の引き出しを増やしてくれま
した。政治にゴールはありません。どんなときも対話と議論
を重ねて、決定の場を通して形にしていく事をしっかり努め
てまいります。市民のみなさん、いつでも、お気軽に声を掛
けてください。

http://scn-net.easymyweb.jp/member/takako_3/
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いつも笑顔で

8月29日から9月25日まで、9月市議会定例会が開催されました。質問時間30分の質疑応答の一部を抜粋してご報

告します。ひらつか議会だより第212号・2019年11月1日発行と併せてご一読ください。

などの企業債の償還が進んだことによるものであ
る。そのほかの健全化判断比率においても、早期健
全化基準をいずれも下回っており、本市の財政状況
は健全な状態であると認識している。
　一方で、財政構造の弾力性を示す経常収支比率
は96.5％となり、財政の硬直化が進んでいる状況で
ある。県内の指定都市を除く16市の決算の速報値
では、他市も同様に上昇傾向となっており、本市
はおおむね中位に位置している。今後も本市の状
況を把握する上での指標としつつ、必要な施策や
行政サービスとのバランスも見ながら財政健全化
に努める。
　　　病院事業会計決算では5年ぶりの黒字となっ
た。これは本市からの長期借入金5億円を受けて黒
字になっている状況だが、改築設計案策定から10
年以上が経過し、今年3月のグランドオープンを契
機に、今後、この黒字化を継続して行くことが非
常に重要であると考えるので見解を伺う。

次ページに続く→

市長に問う、平成30年度決算について
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とてもアナログな佐藤たかこが、ブログやホームページを展開しています。

ご意見・ご質問、応援メッセージは、E-mail：takatan.kike@md.scn-net.ne.jp
又はFax： 0463-21-7600  にてお知らせください。

「佐藤たかこ　平塚」で検索し、是非、ご覧ください！ 佐藤たかこ　平塚 検　索

所属会派：清風クラブ・団長
議会運営委員会委員長
都市建設常任委員会委員
平塚市病院運営審議会委員

最後に
議員3期目、日々、男性の議員との闘いというと大げさに聞えるかもしれませんが、結構「しんどい」と思うことも
あります。それでも、自分らしい歩みを重ねる姿をお伝えして、多様な性の市民に声を挙げて欲しいと心から願って
います。平塚駅北口から大神までの約22,000軒のお宅にポスティングさせていただいています。

都市建設常任委員会視察

① 富山県富山市・市街地再開発事業（TOYAMAキラリ）・2019年7月16日
【経緯】市街地が広がることにより、路線バスよりも過度な自家用車
の利用が進み、「自動車を自由に使えない人」にとって極めて生活し
づらい環境になってしまい、人口減少と高齢化により問題がさらに深
刻化する恐れがあると判断し、コンパクトシティ化を図っていく必要
性を早い段階から認識されていた。
【所見】個人施行や組合施行などの違いはあるものの、昭和51年から
の始まった再開発の動きは現在も継続されています。そのひとつ、隈
研吾氏設計のTOYAMAキラリ・富山市ガラス美術館では特色あるガラ
ス工芸品が展示され、時間を掛けてコンセプトに添ったまちづくりが
積み重ねられている様子を知ることが出来ました。大量の県産木材が
使われた吹き抜けの建物で非常に明るい印象である一方、美術館や図
書館としての空調管理という点では現場泣かせな印象を受けました。

② 岐阜県岐阜市・市民協働型のコミュニティバスについて・2019年7月17日
【経緯】年間最大約20億円の赤字を抱えた路面電車を平成17年3月末に廃止し、また、年間約5億円の
赤字だった市営バスを平成14～16年度に民間譲渡し、平成16年には市民交通会議を立ち上げ、BRTの
導入と市民協働型のコミュニティバスが設置された。
　●岐阜市の市民協働型コミュニティバスとは？？
・設置目的：高齢者等の地域内における日常生活の移動の確保
・運営：地域住民が主体となり運営協議会を設置し、ルート、ダイヤ、運賃を地域が定め、また、
明確な収入目標を設定する。
・バス停の組み立ても住民が行なうことによって、手作り感を共有している。
・補助金：路線バスに１億円／年＋コミュニティバス２億円／年＝３億円→以前の市営バス５億円
の赤字よりも抑えられている。

【所見】市民の生活の質・QOLの維持を達成する
ため、高齢者の足となる地域公共交通を住民が主体
となって実現されており、本市でも学ぶべき点があ
ると考えます。計画22地区のうち平成30年度まで
に19地区で実施され、利用促進の努力も住民主体
で行なっています。「自分事」と捉えて形にする、
まさに行政提案型協働事業の理想的なモデル事案で
ありました。
　本市に於いても、地域公共交通の課題が存在しま
すが、一歩前に進むには行政も住民も新たな視点を
持って取りかかる必要があると考えます。

富山市ガラス美術館

画像：岐阜市HPより



　　　今回のこの龍城ケ丘ゾーン整備、事業の名
前も公園の整備であるが、なかなか公園整備とい
うイメージが前にいかずに、便益施設の整備が前
にいってしまっている。一社でも多くの事業者に
手を挙げてもらうことが大事なところではないか
と思うが、どのように動いているのか伺う。
　　　　 Ｐａｒｋ―ＰＦＩの提案制度を使うこと
によって市民の血税を、できるだけ負担を少なく
しながら魅力あるものをつくっていきたい、安
心・安全も含めて作っていきたい、そういう思い
でこの制度に手を挙げた。これを最初に手を挙げ
たときから日本で最初のＰａｒｋ―ＰＦＩの制度
として公園整備をしていくということをいろいろ
なところで発信をしてきた。市民の提案も含めて
申し込みをしてもらえるような事業者が複数いる
と報告を受けている。
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　　　　　医業収益が前年度と比べ11億5,900万余
円増加し、過去最高となり、経常収支が5年ぶりに
黒字となった。これは将来構想の方向性に基づ
き、高度医療、急性期医療及び政策的医療を担う
病院としての取り組みを進めた結果であると考え
ている。併せて、年度ごとに行動計画を策定し、
職員が全員で同じ目標に向かう仕組みが有効に機
能していると評価している。
　病院事業において健全経営を持続していくこと
は診療体制を維持し、市民に良質な医療を提供し
ていくために必要であると考えている。病院経営
は医療制度や消費税率の改定など外部環境の影響
を受けやすく、また、良質な医療を維持するため
には職員の増強や高額な医療機器の更新が求めら
れることから、黒字を継続するには更なる努力が
必要である。これまでの取り組みにより一定の成
果が表れていることから、引き続き将来構想の実
現に向けて、職員一丸となって経営の安定化を目
指していく。

　　　本市の財政状況について、以前の議事録を
閲覧したり、インターネットなどで他市との比較
を見たりした。平塚市だけで見ると財政状況が厳
しいという意見がある一方で、全国的にはかなり
頑張っていることが見て取れた。市民によっては
将来投資をもっと大きくして勝負をかければよい
のではないかという意見もある。市長という立場
であれば、いろいろな場でそのような意見を求め
られると思うが見解を伺う。

　　　　 将来の負担比率は下がってきてはいる
が、今使うお金で、将来に負担をかけてはならな
いと考える。もう一つは、子育て世代を呼び込ん
だり、平塚の魅力化を図っていくことは、ただで
さえ人口の自然減が進む時代の中で、平塚を選ば
れるまち、住み続けるまちにするために必要であ
る。しかし、出生率などから考えると、将来、平
塚を担ってもらう、財政の基盤を担ってもらう人
数自体がこれから増えていくことは難しいのでは
ないかと考える。市債を借りて取り組まなければ
ならないもの、より将来に向けて効果のあるもの
をしっかりと考え、行財政改革や財政運営にも取
り組む、そういう考え方で進んでいかないといけ
ない。今、余裕があるから使えばよいということ
は、私の立場としては将来に向けて無責任な対応
になってしまうので、そういうところは十分に気
を付けていきたいと考えている。
　　　市民病院についてはＮＩＣＵを設置し、子
どもの誕生から成長に関してさまざま担っている
ところである。また、救急も受け入れているの
で、いろいろな方の人生の終わりにも求められる
ところが大く、市民病院は急性期病院なので治療
の見込みがなくなった患者に対しては転院などを
促していかなくてはならない。さまざまな患者
に、一人一人が焦らず寄り添うという姿勢が大切
であり、そういった取り組みが市民病院のＰＲに
もなると考える。これまでどのように取り組んで
きたのか、またこれからについて伺う。
　　　　 急変した場合や急に悪くなったときに、
第一に市民病院に来てもらって、高度な医療で治
療させてもらう。そこで治ればよいが、もしその
ままもう少し違う治療やリハビリなどが必要であ
れば連携している病院に転院していただく。その
際には入院時から市民病院の役割を伝え、退院に
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　8月22日、公募設置等指針等がホームページ等で
公表され、事業者選定に向けた公募が開始され
た。要求水準書では、平成30年2月に公表した龍城
ケ丘ゾーン公園整備事業にかかる市民アイデア・
意見募集の結果、及び令和元年8月に公表した市民
アイデア集を参考とした提案とする旨の記載があ
り、市民のアイデアや意見を取り入れようと努め
ている本市の姿勢を強く感じた。
　　　私たち清風クラブもこれまで指定管理者制
度が導入された佐賀県武雄市立図書館、また昨年
７月には北九州市のPark-PFIによる都市公園の開
発を視察してきた。そういった際に必ず耳にする
のはトップ、市長による力強いセールスの存在で
あった。この点についての見解を伺う。
　　　　 本市は、全国に先駆けてＰａｒｋ－ＰＦ
Ｉ制度の活用を可能とする条例改正に取り組むな
ど、早い時期からＰａｒｋ－ＰＦＩ制度を利用し
て市民の負担ができるだけ少なく、かつ魅力的な
公園とすることを私自身が情報発信をしてきた。
また、全国的に知名度のある湘南の海岸エリアに
おける公園整備であること、また、機会を捉えて
本事業に関してコメントするなど、その周知に努
めてきた。これらのことから、関連事業者の関心
は高く、応募に関して複数のグループから問い合
わせをもらっている状況である。今後も多くの手
段・機会を通して情報発信し、本事業を広く周知
するよう努めていく。

湘南海岸公園龍城ケ丘ゾーン整備・管理運営事業
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市　長

市　長
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2019年8月25日、龍城ケ丘ゾーンCエリア内の様子（佐藤貴
子撮影）

ついて相談できる専門の職員をつけている。社会
福祉士、精神保健福祉士などの資格を持った職員
が患者に寄り添う形で、また看護師などとチーム
を組み、今後のことについても最初から相談に乗
るという形をとっている。ここ何年かやってお
り、そういった効果が出てきている。現在の西部

医療圏の病院協会ではそういった全体でのネット
ワーク化、病床の連携をするといった試みをして
おり、個々の病院だけでなく、そういった病院と
診療所、施設などと連携も図っている。患者に寄
り添い、気持ちを考えながら、いろいろな形で退
院などに向けての支援を続けていく状況である。

全国自治体病院経営都市議会協議会主催、第15回地域医療
政策セミナー/11月１日（金）
公立病院の運営型PFI事業に取り組んでいる事例について発
表されました。PFI方式とは、Private Finance Initiative 、
「民間資金等を活用した社会資本整備」のことで、民間企業
が主導し、その資金調達、経営管理等のノウハウを活用する
新たな社会資本整備手法です。（出典：コトバンク）

地域医療政策セミ
ナー・第２部、都内
の在宅医療専門医
の方が、「健康寿命
を過ぎたら、薬以
上に必要なのは他
者とのコミュニケー
ション」と力説され
ていました。

9月9日の台風15号、10月12日の台風19号、どちらも記憶に残る災害をもたらしました。
台風が到達する前にできることの確認、また、ご自分の地域での避難場所の確認。他自治体
で被災された方々の経験を無駄にしない「自分対策」を是非、ご確認ください。
市内10カ所に設置された土のうステーションについては、平塚市下水道整備課へお問い合わせください。
直通電話：0463-21-8787（計画担当）・21-9854（整備担当）・21-9853（維持管理担当）
ファクス番号：0463-21-9605
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の見込みがなくなった患者に対しては転院などを
促していかなくてはならない。さまざまな患者
に、一人一人が焦らず寄り添うという姿勢が大切
であり、そういった取り組みが市民病院のＰＲに
もなると考える。これまでどのように取り組んで
きたのか、またこれからについて伺う。
　　　　 急変した場合や急に悪くなったときに、
第一に市民病院に来てもらって、高度な医療で治
療させてもらう。そこで治ればよいが、もしその
ままもう少し違う治療やリハビリなどが必要であ
れば連携している病院に転院していただく。その
際には入院時から市民病院の役割を伝え、退院に
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　8月22日、公募設置等指針等がホームページ等で
公表され、事業者選定に向けた公募が開始され
た。要求水準書では、平成30年2月に公表した龍城
ケ丘ゾーン公園整備事業にかかる市民アイデア・
意見募集の結果、及び令和元年8月に公表した市民
アイデア集を参考とした提案とする旨の記載があ
り、市民のアイデアや意見を取り入れようと努め
ている本市の姿勢を強く感じた。
　　　私たち清風クラブもこれまで指定管理者制
度が導入された佐賀県武雄市立図書館、また昨年
７月には北九州市のPark-PFIによる都市公園の開
発を視察してきた。そういった際に必ず耳にする
のはトップ、市長による力強いセールスの存在で
あった。この点についての見解を伺う。
　　　　 本市は、全国に先駆けてＰａｒｋ－ＰＦ
Ｉ制度の活用を可能とする条例改正に取り組むな
ど、早い時期からＰａｒｋ－ＰＦＩ制度を利用し
て市民の負担ができるだけ少なく、かつ魅力的な
公園とすることを私自身が情報発信をしてきた。
また、全国的に知名度のある湘南の海岸エリアに
おける公園整備であること、また、機会を捉えて
本事業に関してコメントするなど、その周知に努
めてきた。これらのことから、関連事業者の関心
は高く、応募に関して複数のグループから問い合
わせをもらっている状況である。今後も多くの手
段・機会を通して情報発信し、本事業を広く周知
するよう努めていく。

湘南海岸公園龍城ケ丘ゾーン整備・管理運営事業

問

市　長

市　長

市　長

市　長

問

一問一答による再質問

一問一答による再質問

問

市　長

問

2019年8月25日、龍城ケ丘ゾーンCエリア内の様子（佐藤貴
子撮影）

ついて相談できる専門の職員をつけている。社会
福祉士、精神保健福祉士などの資格を持った職員
が患者に寄り添う形で、また看護師などとチーム
を組み、今後のことについても最初から相談に乗
るという形をとっている。ここ何年かやってお
り、そういった効果が出てきている。現在の西部

医療圏の病院協会ではそういった全体でのネット
ワーク化、病床の連携をするといった試みをして
おり、個々の病院だけでなく、そういった病院と
診療所、施設などと連携も図っている。患者に寄
り添い、気持ちを考えながら、いろいろな形で退
院などに向けての支援を続けていく状況である。

全国自治体病院経営都市議会協議会主催、第15回地域医療
政策セミナー/11月１日（金）
公立病院の運営型PFI事業に取り組んでいる事例について発
表されました。PFI方式とは、Private Finance Initiative 、
「民間資金等を活用した社会資本整備」のことで、民間企業
が主導し、その資金調達、経営管理等のノウハウを活用する
新たな社会資本整備手法です。（出典：コトバンク）

地域医療政策セミ
ナー・第２部、都内
の在宅医療専門医
の方が、「健康寿命
を過ぎたら、薬以
上に必要なのは他
者とのコミュニケー
ション」と力説され
ていました。

9月9日の台風15号、10月12日の台風19号、どちらも記憶に残る災害をもたらしました。
台風が到達する前にできることの確認、また、ご自分の地域での避難場所の確認。他自治体
で被災された方々の経験を無駄にしない「自分対策」を是非、ご確認ください。
市内10カ所に設置された土のうステーションについては、平塚市下水道整備課へお問い合わせください。
直通電話：0463-21-8787（計画担当）・21-9854（整備担当）・21-9853（維持管理担当）
ファクス番号：0463-21-9605



　本市の一般会計決算の歳入総額は853億9千万余
円となり、前年度に比べ0.8％の減少、歳出総額
823億4千万余円、前年度に比べ0.1％の減少となっ
た。平成30年度の実質収支は26億9千万余円とな
り、前年度比4億8千万余円の減であった。「地方
公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健
全化判断比率、及び資金不足比率に関わる審査意
見書」でも、本市の財政状況は健全な状態である
と述べられている。しかしながら、財政の弾力性
を示す経常収支比率は96.5％となり、前年度比2ポ
イント増加しており、財政の硬直化が引き続き懸
念されるところである。
　　　各財政指標から、本市の財政状況の特徴を
どのように評価しているのか伺う。
　　　　　公債費などの財政負担の割合である実質
公債費比率は、前年度から0.4ポイント減少の2.0
％、将来負担すべき負債の財政負担の割合である将
来負担比率も、前年度から4.2ポイント減少の23.2％
とそれぞれ改善した。これは、主に下水道事業会計

やる気、根気、元気！やる気、根気、元気！

発行人：佐藤たかこ
連絡先：平塚市西八幡
　　　　 　  1-10-5-202
Tel･Fax：0463-21-7600

2019年4月21日施行、市議会議員選挙において3回目の当選
をさせていただきました。
市民からのさまざまな相談が私の引き出しを増やしてくれま
した。政治にゴールはありません。どんなときも対話と議論
を重ねて、決定の場を通して形にしていく事をしっかり努め
てまいります。市民のみなさん、いつでも、お気軽に声を掛
けてください。

http://scn-net.easymyweb.jp/member/takako_3/
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いつも笑顔で

8月29日から9月25日まで、9月市議会定例会が開催されました。質問時間30分の質疑応答の一部を抜粋してご報

告します。ひらつか議会だより第212号・2019年11月1日発行と併せてご一読ください。

などの企業債の償還が進んだことによるものであ
る。そのほかの健全化判断比率においても、早期健
全化基準をいずれも下回っており、本市の財政状況
は健全な状態であると認識している。
　一方で、財政構造の弾力性を示す経常収支比率
は96.5％となり、財政の硬直化が進んでいる状況で
ある。県内の指定都市を除く16市の決算の速報値
では、他市も同様に上昇傾向となっており、本市
はおおむね中位に位置している。今後も本市の状
況を把握する上での指標としつつ、必要な施策や
行政サービスとのバランスも見ながら財政健全化
に努める。
　　　病院事業会計決算では5年ぶりの黒字となっ
た。これは本市からの長期借入金5億円を受けて黒
字になっている状況だが、改築設計案策定から10
年以上が経過し、今年3月のグランドオープンを契
機に、今後、この黒字化を継続して行くことが非
常に重要であると考えるので見解を伺う。

次ページに続く→

市長に問う、平成30年度決算について
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問 問

市　長

とてもアナログな佐藤たかこが、ブログやホームページを展開しています。

ご意見・ご質問、応援メッセージは、E-mail：takatan.kike@md.scn-net.ne.jp
又はFax： 0463-21-7600  にてお知らせください。

「佐藤たかこ　平塚」で検索し、是非、ご覧ください！ 佐藤たかこ　平塚 検　索

所属会派：清風クラブ・団長
議会運営委員会委員長
都市建設常任委員会委員
平塚市病院運営審議会委員

最後に
議員3期目、日々、男性の議員との闘いというと大げさに聞えるかもしれませんが、結構「しんどい」と思うことも
あります。それでも、自分らしい歩みを重ねる姿をお伝えして、多様な性の市民に声を挙げて欲しいと心から願って
います。平塚駅北口から大神までの約22,000軒のお宅にポスティングさせていただいています。

都市建設常任委員会視察

① 富山県富山市・市街地再開発事業（TOYAMAキラリ）・2019年7月16日
【経緯】市街地が広がることにより、路線バスよりも過度な自家用車
の利用が進み、「自動車を自由に使えない人」にとって極めて生活し
づらい環境になってしまい、人口減少と高齢化により問題がさらに深
刻化する恐れがあると判断し、コンパクトシティ化を図っていく必要
性を早い段階から認識されていた。
【所見】個人施行や組合施行などの違いはあるものの、昭和51年から
の始まった再開発の動きは現在も継続されています。そのひとつ、隈
研吾氏設計のTOYAMAキラリ・富山市ガラス美術館では特色あるガラ
ス工芸品が展示され、時間を掛けてコンセプトに添ったまちづくりが
積み重ねられている様子を知ることが出来ました。大量の県産木材が
使われた吹き抜けの建物で非常に明るい印象である一方、美術館や図
書館としての空調管理という点では現場泣かせな印象を受けました。

② 岐阜県岐阜市・市民協働型のコミュニティバスについて・2019年7月17日
【経緯】年間最大約20億円の赤字を抱えた路面電車を平成17年3月末に廃止し、また、年間約5億円の
赤字だった市営バスを平成14～16年度に民間譲渡し、平成16年には市民交通会議を立ち上げ、BRTの
導入と市民協働型のコミュニティバスが設置された。
　●岐阜市の市民協働型コミュニティバスとは？？
・設置目的：高齢者等の地域内における日常生活の移動の確保
・運営：地域住民が主体となり運営協議会を設置し、ルート、ダイヤ、運賃を地域が定め、また、
明確な収入目標を設定する。
・バス停の組み立ても住民が行なうことによって、手作り感を共有している。
・補助金：路線バスに１億円／年＋コミュニティバス２億円／年＝３億円→以前の市営バス５億円
の赤字よりも抑えられている。

【所見】市民の生活の質・QOLの維持を達成する
ため、高齢者の足となる地域公共交通を住民が主体
となって実現されており、本市でも学ぶべき点があ
ると考えます。計画22地区のうち平成30年度まで
に19地区で実施され、利用促進の努力も住民主体
で行なっています。「自分事」と捉えて形にする、
まさに行政提案型協働事業の理想的なモデル事案で
ありました。
　本市に於いても、地域公共交通の課題が存在しま
すが、一歩前に進むには行政も住民も新たな視点を
持って取りかかる必要があると考えます。

富山市ガラス美術館

画像：岐阜市HPより


